
”2013年度 相模川湘南地域協議会活動報告”
　

市民活動５６団体の協力で、第9回ひらつか市民活動センターまつりがセンター内フロア及び会場前通路で大盛況のうちに開催されました。 

「支える」「育む」「認める」「暮らし」「楽しむ」「学ぶ」「繋がる」の各分野の活動を広め、活動する団体間の連携を深める場となっています。 

相模川湘南地域協議会は、活動分野【環境の保全】で団体登録して諸活動に参加。今年度から２年間は、峯谷代表がまつりの実行委員長を務めます。 

山中湖村での流域シンポジウム紹介ポスター、カワラノギク保全・シナダレスズメガヤ除去活動など展示し、「相模川検定」にも多くの市民が参加した。 

  ２０１3年９月２９日（日）  １０：00～1５：３0  

 ひらつか市民活動センター 報告：中門吉松 

①恒例の相模川検定は、「相模川の源流は？」の問いに「相模湖」と答えられる方が未だ多いですね。 

②年配の方よりも”若いお父さん・お母さんや子供さん”のマナーが素晴らしくて元気をもらいました。 

相模川検定 挑戦中 

体組成計で体内年齢の測定コーナー 

相模川湘南地域協議会コーナー 

 相模川湘南地域協議会のブースに訪れた方  

（約１５０名）、「相模川検定」された方（約１１５名）、

運営に参加された会員（５名）でした。 
会場外通路での模擬店コーナー 



運営に参加された会員（５名）でした。 

”Facebookを利用した新たなＰＲ方法について” 
 今回の「第6回ひらつか市民活動センターまつり」は、実行委員会が「Ｆａｃｅｂｏｏｋ」に参加、7月1日から利用してタイムリーなＰＲをされました。 

 Ｆａｃｅbookの利用者から、実行委員会での情報発信に対して「いいね！」の書き込みが２４５件に上り、効果があったのではないかと思われます。 

 新たなＰＲ方法として利用されている「市民活動のＦａｃｅｂｏｏｋ活用」について、今回の「ひらつか市民活動まつり」の事例を紹介します。 

１）「ひらつか市民活動まつり事項委員会」Facebookトップペー ２）進行に合わせてタイムリーな情報発信 

7/27  書き込8/1  書き込み 

３）Facebook活用講座開催（講師 ：山田 泰久氏） 

 主催：ひらつか市民活動連絡協議会 情報部会 
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